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寄稿 

ヨゼフ年 Joseph 月 יוסף 記念日  

ヨゼフ H K 

ご存じの方も多いと思いますが、3 月 19 日は聖ヨセフの祭日です。しかし聖ヨゼフの

祝日が典礼暦で祝われるようになったのは、10 世紀の西方教会においてだそうです。聖

母マリアの陰に隠れて、その存在が薄かったのかもしれません。ともあれ、このことから

又 3 月は聖ヨゼフの月とも呼ばれます。おかげで 3 月 15 日生まれの私の霊名はヨゼフ

となることになりました。同じような方は多いと思われます。 

若い時はヨセフという霊名は「パウロ」とか「ヨハネ」に比べると年寄臭くて元気がな

いように思われ、ちょっと恥ずかしく思っていました。(ヨゼフさんごめんなさい。) 

しかし今ではヨセフという名をもらい、ありがたかったなと思っています。妻の霊名も

「被昇天のマリア」なのでまあ「ぴったりだ」という事になるのでしょうか。 

教会の歴史の中で聖ヨセフの影が薄かったのはやむを得なかったのかもしれません。な

にしろ弟子たちも誰一人ヨセフと会った人はなく、マリアを通していくつかのエピソード

を聞いただけだったでしょう。イエス様もヨセフについて語ったとはどこにも記されてい

ません。 

しかし聖家族の最初から最後?までを考えるとき、ヨセフの存在はかけがえのない偉大

な存在だったと言えます。許嫁だったマリアが妊娠していると分かった時、普通なら激高

して自分の潔白と相手の不実を訴えるでしょうが却って自分を低くして身を引こうとし

ました。天使から告げられたとんでもない事実と計画を静かに素直に受け入れました。臨

月になったマリアを優しくロバに載せベツレヘム迄の長旅を全うし、出産を見守り、今度

はエジプトまで護送しました。再びユダヤに帰れるようになっても安全なナザレの地を選

び、大工仕事をしながら貧しいながらもしっかりとした信仰生活を家族に送らせました。 

こう考えるとき、聖ヨセフを教会の保護者、労働者の父、家庭の模範として崇敬する声

が次第に大きくなってきたのは自然なことと思われます。そして 1870 年にビオ 9 世が

教会の保護者と宣言、多くの教皇が彼を称え、ミサの奉献文にその名が加わりました。そ

してビオ 9 世の宣言 150 年を迎えるにあたりフランシスコ教皇は 2020 年 12 月 8 日

から 2021 年 12 月 8 日を「ヨセフ年」とすることを宣言しました。 

フランシスコ教皇は又、使徒的書簡「父の心で」を発表し、聖ヨセフを「執り成しの人、

苦難の時に支え、導いてくれる人」だと記しています。他にも多くのヨセフに関する書籍

が発刊されています。またヨセフ年に際し、教皇庁からは指示された方法でこのヨセフ年

に参加する信者に全免償が与えられます。すべてを受け入れ、守ってくださったヨセフの

取次ぎを願い、少しゆっくり霊父に祈りたいと思います。 

( https://www.cbcj.catholic.jp/2021/02/18/22023/  参照) 

 (ちなみにタイトルの年は日本語、月はラテン語、日はヘブライ語らしいです) 
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社会福祉支援基金ご報告 

2020 年度の支援先を下記のように決定し、送金致しました。結果、収支は以下のように

なりました。 

バザーその他、基金への繰入が減少し、支援額が半減しております。 

皆様方のご寄付も歓迎しております。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミサローテーション 

〇印のある日に与って頂けます 

 

ミサに与る時はマスクを着用し、手指の消毒を心がけてください。 

『聖書と典礼』はご自分の分を持参してください。 

体調がすぐれないときは無理をしないでください。 

帰天されました 

 

お 知 ら せ 

2020年度 2019年度

前年度繰越 36,442 87,791

北須磨教会支援金 100,000 100,000

クリスマス献金 56,000 113,000

昨年度支援金戻入 20,000 -

コ－ヒ－販売 0 93,323

アルミ缶回収 4,080 2,835

個人献金他 17,000 401

収入計 197,080 309,559

支援金 180,000 360,000

手数料他 908

支出計 180,000 360,908

次年度繰越 53,522 36,442

支　援　先　名 金額

1 社会活動神戸センタ－ 50,000

2 神戸の冬を支える会 30,000

3 こどもの里 10,000

4 コムニタス 10,000

5 阪神カトリック女性の会（いのちを守る運動基金） 10,000

6 東条湖の家（NPOノア） 10,000

7 日本カトリック難民移住者委員会 10,000

8 ふるさとの家 10,000

9 AICjapan ウォ－タ－＆フ－ドアジア 10,000

10 釜ヶ崎・出会いの家 10,000

11 船員司牧活動 20,000

合　　　　計 180,000

マタイ O T さま０ 

２０２１年２月２５日 

永遠の安息をお祈り致します

ます 
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